

	


	


	霜夜

	末吉安持










	
		Guide

		
				目次

				扉

				本文

		

	
	
		目　次

		
				霜夜

		

	







夜はくだつ十一時、

霜さむく、圧おしくる闇やみの気の凍いてに、

舞まひ疲つかれては黄塵わうじんも

しくしくと泣き湿しめり、

侘寝わびねすらし。




色いろ褪さめし達摩像だるまぞう、

はた古りし徳利とくりのやうに、つくねんと、

屑本くずほんのちりばふ中なかに

頸くびほそう客きやくを待まつ

男をとこ、女をみな




煤すゝけたる帆木綿ほもめんに

一品いつぴんと文字もじも寂さびしく、灯ひは曇くもり、

皿道具さらだうぐ鳴なる中なかへ、つと、

忍しのびよる黒き物──

巡査じゆんさなりき。




火ひの番ばんの拍子木へうしぎの

後方しりへより『鍋焼なべやきうどん』、また来くるは、

よきこゑの『恋こひの辻占つじうら』

鮭しやけさげて小走こばしりの

町まちの若衆わかしゆ。




炭俵すみだわら、はた薪まきか、

河岸かし遠とほく、をりから物ものの落おつる音おと、

犬の声こゑ、さはれ五分時ごふんじ、

濁水だくすいは音おともなく

西へ流る。
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